
 
 

るまで、あらゆる分野での国際医療支援に取り組んでいく。継続的な連携のため 2025 年 2 月

にはミャンマー保健省の医師団が当院を表敬訪問された。 

 

3） 外国人医師の研修支援 

循環器科、外科系各科、小児系各科などが外国人医

師の研修を受け入れている。 

4） 当院の外国人診療システム充実のための活動 

5） 外国人診療の手助け、助言 

診療に必要な書類掲示物の英訳・助言など適宜行っ

ている。 

 

 

 

● 外国人診療の手助けに、1166 かか国国語語診診療療補補助助表表とというのが、以前より救急外来、地域連携室に用意

しています。22001166 年年 1100 月月ににＣＣｏｏＭＭｅｅｄｄｉｉｘｘのの国国際際医医療療協協力力室室ののととこころろにに掲掲載載ししてていいまますす。。該当の国の

部分をコピーしてお使いください。 

● 日本語のわからない外国人への対応図。 

（2024 年 国際医療協力室） 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山医療センターの外国人診療

• 患者の家族・知人による通訳

上記がいない時は地域連携室・国際医療協力室に連絡

• 多言語医学情報ツールの活用

16カ国対応診療補助表など

• 医療通訳の確保

英語は院内

その他の言語は院外から

岡山国際交流センター 中国語・ポルトガル語など

日本語のわからない外国人への対応 

 

外国人来院 
医医事事科科  

通訳が必要な外国人 

16 か国語診療補助表・機械翻訳などの活用 

ＣＣｏｏＭＭｅｅｄｄｉｉｘｘの委委員員会会・・ＷＷＧＧ一一覧覧の国際医療協力室にある 

（必要な外国語をコピーする） 

医事用、担当科医師用、患者用で 1 セット 

それでも通訳が必要な場合は下記に電話 

 

国際医療協力室 

室長 副室長 

医事専門職 

 

 

英英語語：：小小川川愛愛子子  

ドドイイツツ語語：：市市川川孝孝治治  

BFH 推進室 （母乳育児推進室より改称）     室長 中村 信(新生児科 医長) 

● 活動目的 

１． WHO／UNICEF「母乳育児がうまくいくための 10 のステップ（2018 年改定）」に基づき、継続的且つ

包括的に母乳育児を支援することを目的として、母乳育児推進室を設置し組織的に運営を行う。 

２． 支援の対象は、当院で出生した健康な正期産新生児だけでなく、NICUや小児科病棟などに入院す

る病児とその母親、疾患を持つ母親など、すべての児と母親、その家族とする。 

３． 母乳育児中の母子だけでなく、疾患などのために母乳育児ができない母子に対しても適切な支援

を提供する。 

● 活動状況 
１．推進室会議：2 か月に 1 回開催 

２． 院内活動 
1） 研修 

a） 新採用者向け研修：赤ちゃんにやさしい病院（BFH）オリエンテーション（服部真理子） 

b） 初期研修医・学生向け研修： 

① 4 月「妊娠・授乳と薬剤」塚原沙耶（産婦人科）・村上美智子（新生児科） 

② 6 月「BFH とは」（助産学生） 

3 月「BFH とは」（看護学生）柚木直子（6A）中村和恵（新生児科） 

2） 院内での連携・啓発活動 

a)  各病棟からの授乳婦の母乳育児相談（随時） 

b)  妊娠・授乳と薬剤に関する相談（妊娠と薬外来、薬剤部と連携）  

c） 新型コロナウイルス陽性妊婦の出産後の支援： 

① 西 2、西 4、5B、6A の各病棟と連携し、搾乳の支援、退院前の授乳支援、退院後の

子育て支援を継続的に行った。 

② コロナ陽性の母親の搾乳の使用に関する手順を作成し実施した。 

３． 院外への情報発信 

1)  保健医療従事者対象 

a） 岡山県看護協会・新人助産師研修： 

講師：有森 陽子（6A）、柚木 直子（6A） 8 月 

多田 克彦（産婦人科）、中村 信（新生児科） 5 月 

b） BFH 連絡会議参加（東京）：11 月 12 日開催  

上田、本庄 

c） 岡山大学「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラム 27 講師 2025 年 1 月 10 日 

塚原、影山、片山、倉崎 

d） 岡山大学「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラム 28 講師 2025 年 2 月 6 日 

影山、國安、松田 

e） 世界早産児デー 岡山城ライトアップ 企画参加・提案 11 月 17 日 

f )  岡山ペリネイタルミーティング子育て支援部会 11 月 28 日 

2） 患者様ご家族、一般の方対象 

a） 国際助産師の日（看護協会） BFH ポスター展示：11 月 3 日（いいお産の日） 

b） 中高生への性教育出前講座、5 月、9 月 

４． 赤ちゃんにやさしい病院月間（毎年 8 月 1 日-31 日）活動 

1)  世界母乳育児週間（8 月第 1 週）にあわせて、2017 年より 8 月を「赤ちゃんにやさしい病院」月 

間と設定し、乳幼児の栄養に関する啓発活動を行っている。 

2)  2024 年度活動 

a） 「赤ちゃんにやさしい病院月間」垂れ幕掲示 
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b） 「赤ちゃんにやさしい病院新聞 vol. 7」作成・配布 

c） 「赤ちゃんにやさしい病院」認定 30 周年ポスター展示継続（2021 年 8 月～2025 年 3 月） 

d） BFHラウンド：「母乳代用品のマーケティングに関する国際規準」違反がないか、病棟や外

来、売店などを見て回った。明らかな違反はなかった。 

５． 特記事項 

岡山県の総合周産期センターとして岡山ペリネイタルミーティングを毎年主催しているが、2024 年

度から新たに助産師を中心とした県内のネットワークづくり、顔の見える関係の地域連携、母乳育

児の推進を目的として「子育て支援部会」を新たに立ち上げ。外部委員（県内助産師、行政）にも加

わっていただきより広域に活動を開始した。約 70 名の参加があった。1-2 回/年を目安に継続的に

開催予定。 

 

＊2023 年度より「母乳育児推進室」を「赤ちゃんにやさしい病院（BFH）推進室」へ変更・室規定改定。 

  

 
 

ボランティア室                           室長 山本 隆弘（管理課長） 

 

● 活動目的 

ボランティア室は、独立行政法人国立病院機構岡山医療センターの基本方針に基づいて、病

ボランティアにより患者さんが安らげる療養環境作りと地域社会に寄与することを目的として、平

成 17 年に設立されました。 

病院ボランティアは、病院の医師、看護師、その他の職員と協力して、患者さんに寄り添い、患者

さんがもつ不安を軽くすることによって安心して治療を受けることができるよう、自発的に無償で、病

院を利用する人のためにサービスを提供する人で、ボランティアの皆様には専門職ではなくてもで

きる仕事のお手伝いを行っていただいております。 

 

● 活動状況 

令和 7 年度における岡山医療センターのボランティア登録者数は 11 名（外来 5 名、読み聞かせ

1 名、裁縫 4 名、保育補助 1 名）。 

新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら外来ボランティアと裁縫ボランティアは活動を継

続。 読み聞かせボランティアは、コロナ禍明けに活動を再開している。 

 

      【個別の活動状況】 

・ 外来・・・病院と患者さんのニーズに合わせた活動 

・ 裁縫・・・小児病棟からの作成依頼にて活動。病棟看護師の協力があり、患者さん個人に

合わせた医療ケアグッズを作成、点滴パジャマ製作、術衣やスクラブのお直し 

               新たに、一般病棟からの作成依頼へも対応 

・ 読み聞かせ・・・月２回絵本の読み聞かせ 

・ 保育士補助・・・小児病棟病室での遊び相手、小児科外来の壁面装飾、折り紙作成 

 

      【募集状況】 

       長期休暇中の学生からの問い合わせは数件あった。今後もホームページ、院内掲示、広報

誌等により広く募集を行っていく。 

・ 外来ボランティアは、１日２名必要ですが、現在はほぼ１日１名の活動となっているため、

引き続き募集を行っていきたい。 

・ 裁縫ボランティアは「裁縫」と明確に募集したため、２週間ほどで３名の新規登録があった。

現在、小児科医師の依頼で点滴パジャマを製作している。 

・ 小児病棟では、月２回の絵本の読み聞かせを年齢に応じて実施している。 

・ 保育士補助として、小児病棟病室のベッドサイドでの遊び相手の活動、小児科外来での 

壁面装飾、折り紙作成のお手伝いをしている。 
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